






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学生が病気又は事故のため三ヶ月以上に亘り通学出来ない場合は許可を得て休学することが来る。休学しようとする者はその理由を具し保証人連署の休学願を学長に提出しなければならない。病気による休学の場合 休学期間中でもその事故が止み、休 取消を願出た時 復学を許可することがある。
　　　　　　





































































































































































































































































































本学を卒業した者で学力が優秀で操行が善良であり将来有望な者には教授会の詮衡を経て 資を給与し、その研究を継続させ又は留 させることがあ 。
第七十九条
　
特待生で学業 研究を怠り若しくは不都合な行為があった者は、直ち その待遇及特権 停止する。
第八十条
　






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































五、 三二八三、 七三五二九、 〇六三一九、 七六二九、 三〇一
総
　　






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ケットボール、器械体操、野球などの教員を招聘 、それに応じてクラブも設置した。そのほか、臨海実習・スケート実習・スキー実習 が実技科目として設けられた。また、一九六一（昭和三六）年度からは女子学生が入学 、ダンス・ピアノ及び伴奏法を女子用科目とした。　
その後の大学経営について 申請書「十五、将来の計画」において「現在の短期大学国文科及
び経済科（第二部）を将来施設の充実と共に四年制にして 育の徹底を図る予定である」としている。そして、この構想は、一九六一年の政経学部設置で結実することになる。
